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Ⅶ 計画の推進体制 
 

 本ビジョンを実効性のあるものとし、より効果的に施

策や取組を進めていくため、「さっぽろ連携中枢都市圏の

推進体制に関する要綱」に基づき、「さっぽろ連携中枢都

市圏関係首長会議」による協議を定期的に行うほか、「さ

っぽろ連携中枢都市圏ビジョン懇談会」において、取組

状況に関する情報共有・効果検証等を行い、御助言・御意

見等を伺っていきます。 

その内容等を踏まえ、「さっぽろ連携中枢都市圏実務者会議」では、各種情報

共有や着実なＰＤＣＡサイクルの実施による事業の進捗管理、新たな取組の企

画・立案等を行っていくほか、事業実施に際しては、市町村間での密接な協働は

もとより、大学、産業界などの関係機関とも積極的な連携を行っていきます。 

 

【推進体制イメージ図】 
 

さっぽろ連携中枢都市圏関係首長会議 
・年１回開催見込み 

・各種情報共有、取組内容等に係る協議  

の実施 

事業の進捗報告、 

取組内容の協議等 

さっぽろ連携中枢都市圏実務者会議 

・年６回程度開催見込み 

・全市町村の企画担当部局で構成 

・各種情報共有 

・ＰＤＣＡサイクルによる事業の進捗管

理 

・新規事業の企画・立案、事業の改廃等

に係る調整 

各事業部局による取組 
（ビジョン掲載事業における実施体制） 

・ 連携事業の実施 

・ 取組の内容に応じて、協議会や会議

体等を設置し、情報共有等を行う 

・ 必要に応じた関係機関との連携 

事業の構築・実施に当たっては、 
大学、産業界などの関係機関や 
パートナー協定締結企業等との 
連携を意識 

さっぽろ連携中枢都市圏 
ビジョン懇談会 

・年１回開催見込み 

・産業、大学・研究機関、金融機関、観

光、福祉、地域公共交通、その他都市

圏に関連する分野に関し識見を有する

方々により構成 

・取組状況に関する情報共有・効果検証

等を実施し、御意見・御助言を聴取 

事業の進捗報告、 

新規の取組協議等 

積極的な産学官連携 

さっぽろ連携中枢都市圏ビジョンについて、毎年度所要の変更を実施 
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